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 ③  コンクリート工場製品で、十分な検討がなされた場合には、表－1.1.4 のかぶりを低減すること

ができる。 
(2) その他の構造細目については、コンクリート標準示方書［構造性能照査編］に準拠することができ

る。 
 
１．１．１０ コンクリート構造部材の耐久性を向上させる方策 

 コンクリート構造部材の耐久性を向上させる方策のうち、これまで港湾構造物に適用された事例があ

る代表的なものとして、エポキシ樹脂塗装鉄筋やステンレス鉄筋、連続繊維補強材等の高耐久補強材を

使用する方策、表面被覆やセメント硬化体組織の緻密化等により外部からの劣化因子（塩化物イオン等）

の浸透を抑制する方策、電気防食により鋼材腐食を抑制する方策等がある。これらの方策を適用するに

あたっては、高耐久補強材については文献 4-1)～4-4)を、劣化因子の浸透の抑制については文献 4-5)～
4-8)を、電気防食については文献 4-9)を参考にすることができる。また、文献 4-10)の「コンクリート構

造部材の耐久性を向上させる方策（案）」についても、参考にするとよい。 
 これらの方策のほか、新たに開発された材料および工法の適用を検討するにあたっては、その特性を

十分に理解した上で、施工条件や施工後の維持管理方法等についても考慮しなければならない。 
 文献 4-11）では、コンクリート構造部材の耐久性を向上させる方策を適用する場合の性能照査および

維持管理計画の策定の方法について試案が示されており、参考にすることができる。 
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